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1．はじめに

　落合 ・船越 ・齋藤 （2005）は、北京在住の 中国人

大学生を対象として 、［U　JIS　Z　glO1 で 採用 された

安全色 8 色に対して 潜在危険度 の 評定 を実施 し、落

合
・齋藤 （2005）によ る 日本人学 生 の 結果 との 比較

検 討 を行 っ た。そ の 結果 、赤 と 山の 評定 で 顕著 な 文

化的差 異が 見出 された。赤 の 潜在危 険度は ．東京 で

は最 も高か っ たが、北京で は 東京よ り も有意 に 危険

度が低 く．自の潜在危険度は 、東京で は最 も低か っ

た が 、北京で は 黒 、赤に次い で 危険度が 高か っ た 。

色彩連想の分析か ら、北京の 学生 に お け る 赤と 白の

評定 には、中国文化特有 の 意 味が影響 を及 ぼして い

る 卩∫能性 が示 唆 された ．
　 そ こ で 著 者 らは、北京 の ほか に、調査地域 に新た

に 南京を加え中国に お け る 再調査 を実施 した。また、

警告表示 へ の 色の 利用 を前提と し た場合 と前提 と

しな い場合と い う 2 つ の 文脈条件を設定し、文脈 の

有無に よる危険度評定 の 差異 に つ い て も検討した 。
　 本報 で は、安 全色 8 色 の うち赤 と白の 2 色を取 り

ヒげ、潜在危険度 の 評定 と色彩連想 と の 関 連に つ い

て 検討を行 っ た結果を報告す る。
2．方法

　 2．1 被験者

　被験者は北京大学等 の 学生 240 名 （男性 108 名、

女性 132 名）、南京中医薬大学 の 学 生 220 名 （男性
107 名 、女性 113 名） で あ っ た。

　 2．2 刺激

　JIS　Z　9103 に採用 され て い る 安全色の赤．な らび

に 対比色の 白を用 いた。中国語の 色名 （鉦 、［
’
［）は

書体 SimSun を用 い て 、130 ポイ ン トで A4 版の 自紙

に黒字で印刷 した。色票 は、JIS　zg　103で指定され

て い る安全色 の 参 考値 に等 し い 塗料吹付 色紙 （株 式

会社村 11色彩技術研究所製作）を使用 した。色票の

マ ン セ ル 値は 7．5R4f15 （赤）、　 N9 ．5　（自）で ある 。
刺激 ごと に 爽 を分けて 、評定尺度が印刷された N7 ．5
の A4 版厚 口 色 上質紙 に 60　m皿× 80　mm の 色 票を貼付

し、質 問紙 を作 成 した 。

　2．3 手続き

　本研 究で は 質問紙法を 用 い た 。 評定尺度は、Braun

and 　Silver（1995＞ と 同 じ 5 段 階 リ ッ カー
ト尺度 を 用

い た。また、色名群、色票群 の 被 験者 を文脈 有 り条

件 と文脈無 し条件に 各 々 半数ず つ 割 り当 て た。潜在

危険度の 評定後、各色に 対する連想語 を 記述 さ せ た 。

3結 果
3．1潜在危険度の 分析

　赤、白各 々 の 評定デ ータ に 0〜 8 の 得点を与え て 、

色別 に 2 （刺激群） × 2 （調査地域） × 2 （文脈条件）
の 3 要因分散分析を行 っ た 。 epsilon 因 fの 下限値を

用 い て 自由度を修止した結果、赤、白共に文脈 の 主効果

（R ：F（1，452）＝52．876，p＜ ．OIIW ：F（1，452）＝12．727，p＜．Ol） と調

査 地 域 の 主 効 果 （R ：F（1，452）
−23」55．pく 、Ol；W ：

F（1，452）
−4、152，pく 、05）に 有意差が認め られた 。 多重比

較検定 の 結果、赤 に っ い て は、文脈有 り 条件の 方が

有 意 に 危険度が高か っ た。また 、赤で は南京の 危険

度 は北京よ りも有意 に 低か っ た。　 一
方 、白に つ い て

は、文脈無 し条件は文脈有り条件よ り有意に危険度

が 高く、南京が北京よ り も有意に 危険度が高か っ た。

　3．2 色彩連想語 の 傾向分析

　潜在危険度の 分析 の 結果、文脈条件間 に 差が見 ら

れ た こ とか ら、文脈条 件 ごと に 連想語 の 集計 を 行 っ

た 。刺激群 の 効果は有意 で はな か っ たため 、両者を

合 算 し集計 した。

　赤に お い て は、得 ら れた色彩連想語の 中か ら中国
の 社会 ・政治な らび に伝統 ・文化に関す る 語を選定

し、北京、南京各々 で 、選定 した 語が連想語全体に

占める割合 を算出 した。自 に お い て は 、得 られた連

想語 の 中か ら肯定的な意味を 内包す る 連想語 （ポジ

テ ィ ブ語） と否定的な意 味を内包す る連想語 （ネガ

テ ィ ブ語） を選定 し、北京、南京各々 で 、選定 した

語 が 連想 語 全体に 占 め る 割合 を 算 出 し た。赤 、自そ

れ ぞれ に お い て 選定 した語を Table　l に 示す。また、
Table2 に 選定 した語 の 出現頻度 と、連想語全体 に 占

める比率 を示す。
　Table2に示 すよ うに、赤にお い て は 、社会 ・

政治

に関する語が北京で は 14．34％、南京 で は 8．37％ を占

め て お り、北京の 学生 の 方が 高頻度で 見 られ た。白
に お い て は 、ネガテ ィ ブ語 は北京で 7，25 ％ 、南京で

13，46％と南京でよ り高頻度に連想され て い た e

　 また、白 で は 文脈 の 有 無によ っ て 、連想語 の 出現

比 率が異な る傾向が 見 られた。すなわ ち、北京 、南

Table1 傾向分析で 選定した主な色彩連想語

社会
・
政治に闃する語 伝 銃・文化に関 ザる語 ネガテ ィブ語 ポジテ ィ ブ語

旗 〔五 星 紅旗・国旗な ウェディ ン グ トレ ス 圧 力 ・空盧 ・緊張
・虚 無 天 使 ・庄重 ・清浄

ど） 嫁入り道具
・粘賠 幽霊

・
死人

・
死 亡

・葬式 神窒 鈍潔
．
淪純

共産党 結婚式 ・結婚祝 典 裏服 ・暗設 厳粛 ・厳か ・結婿 式

革命 ・文 化大革命 お祝 い ・め で た い 白血 病・精神 病 結婚 うやうやしい

社会 主鞁
・
紅単 記念 日

・
中国の 赤 危嚆 「：おちいる ウ 1 デ ィン グドレス

中国 中国の 伝続 死体 安置 所 ご霊安室な 平和
・
快滴

・
気分 が鼠い

赤いネッ カチ
ー

フ など 中国の 結び ど1 明 るい ・無垢・美し い

喜 ぶ 岩 怖 ・恐 れ る・白 色 恐 怖 摘 麗 な ど

喜ぱ し い 様子 など 寂 し い 戦争
・
凄惨

原子爆弾 など
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Table2 選定した 連想語の 出現頻度と比率

社会 ・政7Aに す る 瓶　 伝 統
・
文化 1一閣する語 ネ ガ テ ィブ 語 ポジティ ブ 語

　 　 　 南 京

頻度

有り

無し

22 〔7今0℃
221902、1

ア（24 隈 ｝

7．「287鳴
3α 11B1 、｝

35
’
15 〜脚

62 〔2441 、〕

36 〔15 ア2  1
1比 率1
　　　 北京

有り

無 し

42 〔1561  130

〔128 脚

11 再 り9り

9〔36脚
20184 ハ 冫

13 〔594、｝
5212203  ，

41〔187謝
　囗
、比牢〕

　 尿

北亰

44 〔B37  1
ア2U434 、，

14 〔256   ｝

20 〔39B 165
〔1346 、｝

33 、725 ℃

98 〔2029  lga
〔20 嘱  ｝

京共にポジテ ィ ブ語 の 頻度は、文脈 有 り条件 にお い

て 頻度 が 高く、文脈 無 し条件にお い て頻度が低くな
る とい う傾向が見 られ た 。南京で は、ネガテ ィ ブ語

の 頻度は、文脈無し条件に お い て 頻度が 高く．文脈

有り条件では頻度が低 くなる傾向が 見 られた。

　3．3 連 想語に おける潜在危険度の 得点別 集計

　潜在 危険 度 の 評定 と 色彩連想語 の 出現傾 向 と の

関連を検討す る ため、潜在危険度 の 評定得点 ごと に 、
Table　l に 示 した連想語 の 占め る害lj合を算出した 。赤
に お い て は社会 ・政治に関する語と、伝統 ・文化に

関す る 語 を合算 し て割合を求め た ．Fig，1 は 赤 に お け

る 潜在危険度の 得点ごと の社会 ・
政治及 び伝統 ・文

化に 関する連想語 の 出現比率 を示 して い る。また、
Fig．2、3 に 、臼 に おけ る危険度 の 得点ごとの ネガテ

ィ ブ語な らび にポジ テ ィ ブ語の 出現比率を示す。

　Fig．1に示され る よ うに 、 赤に お い ては北京の 文脈
・自
．
り条件で危険度 0 点が 80％を 占め て いたが 、そ

の 他に 顕著な傾 向は 見 られ なか っ た。

　 Fig．2 か ら、南京 にお い て は、白 の 潜在危険度 の評
定得点が 高くな る にした が っ て 、ポジ テ ィ ブ語の 出
現比率が低 くなる 傾向が 見られた。逆に、ネ ガテ ィ

ブ語 に つ い て は、得点が 高くな る に つ れ 出現比率が

高くな る 傾向が見出さ れ た 。

　　
・
方、Fig．3 に 示 さ れ るよ うに 、北京 で は、文脈 無

し条件に おけ る ポジ テ ィ ブ語 の 出現比 率が危険度 6
点に お い て 50％ と高か っ たが 、そ の 他 に 淀 の 傾向
は見出されなか っ た。また、得点 8 に お ける 北京の

連想語 の 中 に 選定 した語 は含ま れ て い な か っ た 。
4．考察

　赤は文脈無し条件で潜在危険度が低か っ たが、白

は 文脈 無 し 条件 で 危険 度 が 高か っ た。 こ れ は ，落
合 ・船越 ・齋藤 （2005 ） の 研 究結果 を裏付 ける。す

なわ ち、警告表示 へ の 色 の 利 用 と い う前提条件を除
くと、赤 が 般 的に 示す危険の 意味と の連合は 弱 く

な り、逆 に、白は通常、警告表示 で 示すこ と がな い

危険の 意味と の 連合が強 く な る 。 こ の こ とは、文脈

無 し条件に お い て は、中国文化特有 の 色 の 意 味が文

脈有 り条件よ りも強 く影響 を及 ぼした こ とが ・・−t 因
で ある こ とを示唆 して い る 。
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Fig．1 赤 に おける危険度得点別の 運想語 比 率

　赤の色彩連想に 関 して、北京で は社会 ・政治 に関

する 語が高頻度で あ り、文脈 有り条件 で 得 点 0 と評

定 した被験者 の 人 半が連想 して い た。つ ま り、こ れ

らの 連想語が 、警告表示 の危険度 を低め る 作用 を 及

ぼした と考え ら れ る 。
　 白の 色彩連想は 、文脈 の 有無と危険度評定 におけ

るポ ジテ ィ ブ語 とネ ガ テ ィ ブ語 の 出現傾向 に対応

が見 られ た。すなわ ち、ポジテ ィ ブ語は危険度が低
い 文脈有 り条件 に多く 見 られ 、危険度評定 が 低 い ほ

ど多く出現する傾向が見られた。一・方、ネガテ ィ ブ

語は危険 度が 高 い 文脈 無 し条件 に多 く、危 険度評定

が高 くな る ほ どよ り多 く出現する 傾向が見 ら れた 。

　中 国 にお け る 臼の 文化的意 味は両義性 を有す る

と い う指摘が な さ れ て い る （Saito，1996 ：王 ・梅本、
2003）。 すな わ ち、中国 に お ける 自は、肯定

一
否定

と い う 尺度上 で 異な る 意味を内包する色で あ り、危

険度評定に お い て は 、肯定的な意味 と の連合が危険

度を低 める方 向 に作用 し、否定的な意 味 との 連合が

危険度を高める方向に作用 した と考 え られ る 。
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Fig．3 白における危険度得点別の 連想語出現比率（北京）
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